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SHDSHDSHDSHD----EP9SEP9SEP9SEP9Sをシステムドライブとして利用する。をシステムドライブとして利用する。をシステムドライブとして利用する。をシステムドライブとして利用する。    

 

※作業前に Boot Boosterは無効にしておく 

 

Eee PC 901-Xの交換する側の SSDには既に 

 

Adobe Reader 8.10 

WinDVD 

StarSuite8 

U1 Setup（インストーラーと[スタート]メニューのショートカット） 

の 4つのアプリケーションがインストールされています。 
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そこで、これらのアプリケーションをアンインストールして D ドライブに何もない

状況を作りましょう。 

再びアプリケーションを使用したい場合はサポート DVD からインストールを行って

ください。 

次に今回使用するアプリケーションを D ドライブ以外にダウンロードしておきます。 

SDメモリーカードや USBフラッシュメモリが望ましいでしょう。 

 

・Acronis True Image 11 Home 体験版 

 

株式会社ラネクシー トライアル版ダウンロードページ 

http://www.runexy.co.jp/trial/ 
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Acronis True Image 11 体験版をクリックしてダウンロードします。 
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トライアル版ダウンロードをクリックし、Acronis True Image 11 Home のセット

アップファイルを保存します。 
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・EASEUS Partition Manager Home Edition 

 

http://www.easeus.com/ 

 

Downloadをクリックします。 
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下へスクロールする、もしくは左のメニューから EASEUS Partition Managerをク

リックします。 

 

 

好きなリンク先をクリックしてセットアップファイルをダウンロードします。筆者は

Local Download1もしくは 2をおすすめします。 

 

Eee PCの電源を落とします。 
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バッテリーを外します。そのまま 30分程度放置しておくと良いでしょう。 
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ネジを 2本緩めます。（ネジを完全に取り外す必要はありません） 

ネジの上に貼られている Eee PCロゴの封印シールは剥がしても構いません。 
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裏蓋を外します。 
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標準で搭載されている 8GBの SSDモジュールが装着されています。 

SSDを固定している 2本のネジを取り外します。 



©2008 x-gadget 
 

11/63 

 

SSDが持ち上がります。モジュールを斜めにした状態で取り外します。 
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逆の手順で BUFFALO SHD-EP9を取り付け、固定します。 

最後に裏蓋を取り付けハードウェアの交換は終了です。 
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Windows XPを起動します。 

 

［マイコンピュータ］を右クリックして［管理］を選択します。 

 画面左側の［ディスクの管理］をクリックします。 

 ディスク 1 に表示されている［未割り当て］の部分を右クリックし、［ディスクの

初期化］を選択します。 

 「初期化するディスクを１つ以上選んでください。」と表示されたら、BUFFALO 

SHD-EP9にチェックをつけ、[OK]をクリックします。 

 

BUFFALO SHD-EP9 が正常に使用出来るかチェックする為に一度 NTFS 形式で

フォーマットします。 

 

［未割り当て］の部分を右クリックし、［新しいパーティション］を選択します。 

 

新しいパーティション ウィザードが表示されます。 

 
次へをクリックします。 
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プライマリ パーティションを選択して次へをクリックします。 

 

 
次へをクリックします。 
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次へをクリックします。ボリュームラベルは適宜入力してください。 

 

 
完了をクリックします。 
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フォーマットが途中で中断せず、画面のようになれば正常です。 

 

Acronis True Image 11 Home 体験版をインストールします。 

 

tih_d_n.exeを実行します。 

 



©2008 x-gadget 
 

17/63 

 
Acronis True Image Home のインストールを選択します。 
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次へをクリックします。 
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使用許諾契約が表示されます。一読し、同意できるのであれば同意するを選択して次

へをクリックします。 
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セットアップの種類を選択します。標準でも構わないのですが、容量を気にするので

あればカスタムを選択します。 
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カスタムを選択した場合必要な機能のみインストールすることが出来ます。 

今回の作業ではブータブルメディアを使用しませんから、ブータブル メディア ビル

ダの機能を使用できないようにします。 

インストール先は変更しない方が良いでしょう。 
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次へをクリックします。 
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実行をクリックしてインストールを開始します。 
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インストールが完了したら閉じるをクリックしてセットアップを終了します。 

 

 

再起動が必要と確認が表示されます。はいをクリックして再起動します。 
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再起動後、デスクトップの Acronis True Image Homeを実行します。 

 

 

試用をクリックします。 
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ディスクユーティリティをクリックします。 
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ディスクのクローン作成をクリックします。 
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次へをクリックします。 
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手動を選択して次へをクリックします。 
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セカンダリマスタに接続されている ASUS-PHISON SSD を選択して次へをクリッ

クします。 
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次にセカンダリスレーブに接続されている BUFFALO SHD-EP9 を選択して次へを

クリックします。 
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パーティションを削除するを選択して次へをクリックします。 
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パーティションとデータの保持を選択して次へをクリックします。 
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現状のままを選択して次へをクリックします。 
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次へをクリックします。 
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実行をクリックします。 

 

 

再起動をクリックします。 
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Windows XPの起動前にディスクのコピーが開始されます。 
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コピーが完了したら適当なキーを押してシャットダウンします。 

 

再び電源を入れ、Eee PCのロゴが表示されている間に F2キーを押します。 
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BIOS画面が表示されます。 
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左右上下キーを使い、BootのHard Disk Drivesを選択します。 
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1st Driveが SM(セカンダリマスタ)-ASUS-PHISON SSDになっています。 

既にドライブのデータのコピーは完了しているので Enterキーを押し 
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SS(セカンダリスレーブ)-BUFFALO SHD-EP9を選択して Enterキーを押します。 
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ドライブの順番が 

1st Drive SS-BUFFALO SHD-EP9 

2ndDrive SM-ASUS-PHISON SSD 

となっていることを確認します。 

 

Escキーを押して前の画面へ戻ります。 
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Exitの項目で Exit & Save Changesを押し、 

Save configuration changes and exit now? 

と表示されたら OKを選択して BIOSを終了し、再起動します。 
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Windows XPが起動したらマイコンピュータを右クリックします。 

 

 

ディスクの管理を表示し、未割り当て領域が作成されていることを確認します。 
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EASEUS Partition Manager Home Editionをインストールします。 

 

 

EPMSetup.exeを実行します。 
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Nextをクリックします。 
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使用許諾契約が表示されます。一読し、同意できるのであれば 

I accept the agreementを選択して Nextをクリックします。 
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Nextをクリックします。 
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Nextをクリックします。 
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Nextをクリックします。 
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Nextをクリックします。 
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何も入力せず、Nextをクリックします。 
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Installをクリックしてインストールを開始します。 
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Finishをクリックし、セットアップを終了します。 

 

 

デスクトップの EASEUS Partition Managerを実行します。 
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EASEUS Partition Manager Home Editionが起動します。 

 

 

Disk2の Otherを選択して Delete Partitionを選択します。 

（EFI領域が削除され、Boot Boosterが使用出来なくなります） 

※EFI 領域を保持したい場合はラネクシーから発売されている Acronis Disk 

Directorシリーズを使用する事で実現できます。 
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Disk2の NTFSを選択して Resize/Move Partitonを選択します。 
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Partition Sizeを最大まで増やします。 

 

左下の Applyをクリックします。 

 

 

変更を適用するか問われますので Yesをクリックします。 
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再起動を求められるので Yesをクリックします。 

 

Windows XP起動前に上の画面が表示されます。そのまま待ちます。 
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自動的にパーティションサイズが変更されます。 
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自動的に再起動します。 
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再起動後、Cドライブの容量が増えていることが確認できれば作業は終了です。 

作業で使用した Acronis True Image 11 Home 体験版と EASEUS Partition 

Manager Home Editionはアンインストールして構いません。 
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また、D ドライブとなった 4GB の SSD も以後使用しませんからフォーマットして

も構いません。 
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